
 

 

 

 

地域とともにある学校づくり～コミュニティ・スクール 

― 第２回学校運営協議会の報告 — 

瀬戸市立幡山中学校長 梶田 明敬 
 
 

あやめ６月号でお伝えしたように、今年度より幡山中ブロック（幡山中、幡山東小、幡山西小）３校は、「学校評議

員」から「学校運営協議会」への転換を図り、コミュニティ・スクールとして新たな一歩を踏み出しています。しかし、

「コミュニティ・スクールと言われてもよく分からない。」という方も多いのではないでしょうか。知多半島のある町の

自治会長さんからお話を聞いたとき、コミュニティ・スクールについて腹に落ちた言葉があります。 

 

 

 

いかがでしょうか。これまでも学校は地域の皆さんに支えられてきました。しかし、今年から幡山中ブロックは、地域と

ともに学校づくりをする！ そんな転換期にあります。 

 今回、それを支える第２回の会合が、１０月２３日（月）、３校合同で幡山西小学校にて開催されました。まず、委員の

メンバーで幡山西小学校の授業を参観しました。どのクラスも生き生きとした表情で授業に参加しており、元気いっ

ぱいの子どもたちの姿が微笑ましかったです。 

 その後、体育館にて、３校それぞれの学校運営協議会を開きました。どの学校も共通議題は「学校評価アンケート」

です。今年度を振り返り、来年度の学校運営に生かす大切な資料となります。「どんなアンケートがいいだろう」「分

かりやすい文言はないかな」「こんなことも聞いてみたいな」「たくさん集めるにはどんなやり方がいいだろうか」「ア

ンケート結果をどう生かすのかが大切だ」など、委員の皆さんと意見を出し合い、協議しました。特に話題になったこ

とは回収方法です。web アンケートが徐々に定着

する一方、回収率を考えるとやはり紙媒体がよいの

では…。結果、幡山中は今年度もマークシート方式

で実施させていただきます。来月、保護者の皆様に

配付予定です。ご協力よろしくお願いいたします。 

 そして、各校それぞれの協議内容を、引き続き連絡会で報告しました。どの学校も地域コーディネーターの方の声

かけで、環境ボランティア、図書ボランティア活動が進められています。本当にありがたいことです。ぜひ一緒に子ど

もたちの笑顔あふれる学校をつくってみませんか？ご関心がある方はご一報ください。お待ちしております。 
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                       文化祭 

 今年度は保護者の方にも入場していただき、文化センターで活動を行うことができました。午
前中は吹奏楽部の発表・生徒会執行部企画のビンゴ大会・芸術鑑賞が行われました。午後か
らは各クラスの合唱コンクールが行われました。この日に向けて練習した成果を十分に発揮す
る姿が見られました。 
 西館１・２階廊下や階段に美術部・家庭部・学芸部の作品が展示されています。ここでも、日頃
の生徒たちの頑張りを感じることができます。 

    

１０月１２日（木） 文化センター 
１０月２７日（金）～１１月１５日（水） 校内展示 

    

                       
２年生 職場体験 

 大変多くの事業所の方々にお世話になり、実際に働く体験をしました。生徒たちは緊張しながら
も、できることを精一杯取り組んでいました。普段の学校生活では体験できない、貴重な機会に
なりました。ご多用の中、受け入れていただいた事業所の皆様、本当にありがとうございました。 

    

１０月２５日（水）～２７日（金）  
株式・有限会社、保育園・幼稚園、病院、公共施設など 

    

                       
１年生 校外学習 

 家庭や学校から出されたごみは
どこで、どのように処理されていく
のか。ごみ処分場の「晴丘センタ
ー」まで歩いて見学に行ってきまし
た。また、市の職員の方に学校ま
でお越しいただき、環境について
の講演をしていただきました。 

 

１０月３１日（火）、１１月２日（木） 

  

   


